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復興！　大津波の記憶を風化させない

８月の出来事～ 地元報道より ～
平成28年（2016年）

南三陸町

◆東洋大学の学生や教師が、気仙沼市水梨コミュ
ニティの住民の健康づくりに取り組み、5 年余
りが経過し活動にひと区切りと親睦を深めた。

気仙沼市の生活保護家庭が増加している。東
日本で一時的な義援金収入増で 331 世帯と
なり、2011 年の 379 世帯まで 87％と戻っ
ている。半数以上が高齢者世帯となっている。

◆気仙沼魚市場でサンマ水揚げが 25 日あり、
23トンにのぼった。昨年は数量1万1770トンで、
金額は 23 億 8100 万円だった。

◆気仙沼市の被災住民の生活の変化や、高齢化
の影響で「介護タクシー」の利用が増加し、需
要も多いと言う事で事業所も倍となっている。

◆気仙沼市の「空き家バンク」の事業を７月か
ら始めたものの、市の当初の調査で 200 件を見
込んでいたが、８月現在のところ所有者の登録
は「ゼロ」となっている。所有者に文書を送付し、
登録を呼びかけている。

◆気仙沼市図書館は、「雑誌スポンサー制度」の
申請が好調だ。企業が購入した雑誌にカバーに
企業広告を掲載できる制度で、今月７日で 52 誌
となり、制度前の 3 倍となった。

◆気仙沼市の大島「小田の浜海水浴場」の入込
数は、昨年の 3 割減の 1 万 0821 人だった。

◆気仙沼市は魚町・南町地区計画で、建築に用
途などの制度を加え、景観維持のルール策定を
進める。

◆気仙沼市内公民館の 2015 年の利用状況の報
告で、講座・学級の９割が回復し、工夫や奏功
により 1 万 6 千人が利用している。

気仙沼市

南三陸町と気仙沼市の復興の進捗と問題を
比較して見れます。

気仙沼市本吉町大谷海岸の防潮堤について、
「砂浜を残して欲しい」との住民の要望を受け、
国道 45 号を 9.8m の堤防を後退させ、一本
化の兼用する事を県が明らかにした。県内有
数の海水浴場スポットが、震災前の規模で残
される。背後地はかさ上げされる。

◆気仙沼市早稲地区の甘酒地蔵尊祭が 7 月 31
日に開催された。県指定の無形民俗文化財とし
て「早稲谷鹿踊」が奉納され、地域の繁栄を願って、
厄災疫病を祓い、先祖の霊を供養した。

◆気仙沼市の朝日町造船団地の整備が、用地取
得に時間がかかり、共用開始を 2 年延期した。

◆「鹿折認定こども園」が入札の不調で、来年度
開園に赤信号となり、保護者は戸惑っている。
入札には 8 社が応札した。いずれも予定価格を
上回り、3 回目に残った 1 社と見積合わせとなっ
たが不調だった。

◆気仙沼市大曲一般廃棄物最終処分場 ( 九条 ) が、
4 年後には満杯となり、新処分場も九条に 2021
年度の共用を目指す。一部で異論もでている。

◆サンフレッシュ小泉の「波乗りトマト」の生
産が２年目を迎え定植をおこなっている。昨年
は１億円に達し、２年目の目標を１億７千万円
としている。

◆気仙沼市の三日町・八日町は、「高齢者の買い

物支援」として、配食などの生活支援サービス
の立ち上げを進め、検証をスタートさせた。専
用の端末で商品を購入するなど、拠点施設での
商品受け取りを、準備委員会は取り組んでいる。

◆気仙沼港の「カツオ水揚げ」は、20 年連続日
本一へ !　現時点では千葉勝浦に 2 千トン差だ。
今季は 30 億円を突破している。

◆気仙沼市鹿折地区で 11 日に「まちびらき」。
活気溢れる地域を目指す。

◆気仙沼市では昨年 9 月に災害公営住宅入居者
への訪問健康調査を実施した。9 住宅 717 人を
対象に、65.8％の 472 人から回答を得た。その
内 65 歳以上は 65.5％を占め、７割近くが「病
気がある」と答えた。震災後の「心の問題」な
どは減ってきている。

◆気仙沼市の住宅再建意向調査で、未定・不明
が 137 世帯で、「今から考える」も 21 世帯あった。
７月末現在で仮設 ( みなし仮設 ) の入居世帯は
2519 世帯 5925 人となっている。

◆気仙沼市の７月末の生活再建支援金の状況が
発表された。申請件数は 4082 件で建設 (200 万
円 ) が 2639 件と 6 割を占め、補修 (100 万円 )
が 1014 件、賃貸 (50 万円 ) で 429 件となった。
加算申請もやっと半分で、防集の引っ越しもピー
クとなり増加している。

◆気仙沼市松岩小学校 4 年の高田麻衣さんは、「マ
クドナルドオリンピックキッズ」として参加し、
リオ五輪でキューバ選手団と行進した。各国キッ
ズとも交流し、世界の祭典に感激し帰国した。

◆気仙沼市は子育ても環境の充実へ、庁内研究
チームが始動し、民間団体との意見交換や、情
報誌も既に発行している。

８月の出来事

◇南三陸町は災害公営住宅の空き室対策として、
要件を緩和し被災者以外のＩ・Ｕターン者に利用
してもらうことで、定住者の増加を図る。７月
28 日現在 735 戸の公営住宅を用意し、59 戸が
空き室となっている。

◇南三陸町で「少年消防クラブ全国大会」が、
歌津地区の平成の森しおかぜ球場で開催される。
全国から 43 団体 300 人が参加し、気仙沼・本
吉からは階上中・歌津中が出場した。少年消防
クラブは、将来の地域の防災の担い手育成が期
待されている。歌津中は４位で、階上中は６位
と活躍した。

◇南三陸町で「日韓高校生交流キャンペーン」
で高校生が事業発表会を行ない、主要都市での
祭り開催などで、両国の活性化へのアイデアな
どを探った。

◇戸倉波伝谷の 398 号の復興道路が 10 日に開
通式となる。開通にあたり観光地のアクセス向
上・有事の際の孤立化防止などの役割を果すこ
ととなる。

◇兵庫県明石市で「プレたこサミット」が５日
開催され、南三陸町の名産のタコをＰＲする。

歌津地区で２つの祭りで盛り上がる。歌津復
興夏祭りが伊里前福幸商店街で開催され、「海
の唄カラオケ」や「マドロス」などで５千人
が来場した。また、田の浦地区では、「海の
大運動会」が開催され、ウニ採りゲームなど、
色々な競技を楽しんだ。

◇南三陸町でニホンジカの「被害防止研修会」が、
猟友会など関係者約 80 名が参加し開催された。
2014 年の被害は前年度の 1.3 倍で約 1850 万円
だった。対策の一つとして放置果樹の伐採をあげた。

◇水産加工の人手不足が深刻な状況となってい
る。県は求人広告などの補助をする。事業所に
は「求職者に添った条件を」と働きかけている。

◇志津川小４年佐藤ひま里さんが、プレゼンテー
ション入力で優勝し、全国大会２冠を達成した。
佐藤さんはアビバ志津川教室でパソコンを学ん
でいる。

◇志津川野球クラブは気仙沼・本吉スポ少交流
大会で、４年ぶりに優勝した。決勝は 14 対５で
中井小に快勝した。

◇気仙沼・本吉地域農林振興推進協議会では「南
三陸ねぎ」のブランド化を目指し、11 月に初め
てのレシピコンテストをする。管内の飲食店に使
用を呼び掛け、現在 55 店が加盟店となっている。

◇南三陸町は町が所有する、仮設集会所や談話
室にある備品を町内の防災集団移転団地の集会
所などに無償で譲渡する。テレビや冷蔵庫・物置・
食器棚などがある。

南三陸町は 2016 年度分の住民税の課税され
ない住民や、所得の低い人を対象にする「臨
時福祉給付金」などを８月 31 日から受け付
け給付する。臨時福祉給付金は１人につき３
千円で約 3200 人、「障害・遺族年金受給者
向け給付金」は 385 人で、１人あたり３万
円となっている。

◇宮城県は気仙沼市・南三陸町の沿岸の交流人
口拡大に対し、沿岸部モデル施設整備事業とし
て企画案を募集し、施設整備・改修経費の３分
の２が補助される。

◇歌津地区の防災集団移転団地に、震災後に町
内初めての「板倉の家」が建設中。建設主は平
成の森に住んでいた三浦さん（67 才）。南三陸
杉を８割以上使った地元の伝統技術で住宅を再
建し、貢献したいと話す。

◇歌津公民館の「大人のぬり絵教室」が、25 日
から平成の森会議室で開催された。

◇南三陸町で戦没者追悼式が 20 日開催され、町
内の遺族・関係者が 150 人集まり、恒久平和の
実現に一丸となることを誓った。

東日本大震災からの復興を願うコンサートと
シンポジウムを合わせた「コンボジウム気仙
沼 2016 ～ 加川広重画『南三陸の黄金』と
共に～」が開催され、南三陸町防災庁舎の遺
構の巨大絵画を背にコーラスも行った。将来
の大震災被災地気仙沼を語り会う会となった。

◇南三陸町入谷地区に７月「南三陸エリアキャ

ンパス宿泊棟」が完成し、大学生たちの調査・
研修拠点となっている。今後の震災復興の課題
と支援として、22 日には大正大学から 31 人が
地域コミュニティについて考える。

◇22 日の台風９号による被害が発生し、袖浜・
戸倉合羽の２地区で倒木があり、戸倉地区では
旧国道 398 号の冠水により、戸倉小入口分岐点
から旧戸倉中入口までが一時通行止めとなった。

◇大阪府高齢者大学の受講生が大学校文化祭の
バザーでの収益金 20 万円を南三陸町佐藤町長に
手渡した。15 年度は 2500 人が受講し、生涯学
習や社会参加活動に取り組んでいる。
◇南三陸町では９月１日から行政発行書類コンビ
ニ交付の開始が、行政の必要な事務手続きを怠り
延期となった。住民サービスとして、コンビニで
住民票や各証明書が交付できるはずだった。

JR 気仙沼線が仙台方面への BRT の通行を
町は決断した。町は戸倉駅以南の復旧方針に
ついて検討しているものの、戸倉地区の復興
が最優先にとの理由からだ。地区住民は駅周
辺は荒廃したのでそのままでいい、BRT の
早期復旧など、多くの BRT での方向性を話す。

◇南三陸町で都内の高校生と職員が、地域防災
のリーダー養成の一環として、合同キャンプな
どで防災について学んだ。

◇気仙沼土木事務所管内の海岸保全施設復旧工
事が、予定通り来年度完成と報告された。着工
率は 97％となっている。

◇南三陸町歌津地区「平成の森」の自治会の解
散式が 27 日おこなわれた。発足から約５年、互
いに支えあい苦難を乗り越えてきた。ピーク時
には 218 世帯の中に、182 世帯 570 人が入居
していた。

◇南三陸町は台風 10 号の猛威に対し、対策本部
を立ち上げ、開設された避難所には身を寄せる
住民の姿もあった。午前７時には学校閉鎖となり、
列車や BRT なども運休となった。強風や大雨で
道路の冠水もあり、がけ崩れの恐れもなど、交
通機関への影響が出始めている。

◇南三陸町有志団体が、大船渡・気仙沼線の鉄
路を次世代へと鉄路の整備を求め１万４千人の
名簿を、小野寺会長が佐藤町長へ手渡した。

◇旧戸倉中学校を改築し９月 10 日に公民館とし
て開館する。被災した旧戸倉中学校を活用し、
震災記録や文化財室も併設する。

● ●


